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認定農家による作業風景

「ホッと丹後」で農家の顔が見えるポップを活用してお米の量り売りをする様子

　所得向上や農林水産物のブランド化へ向け、「京丹後
の顔が見える流通」を目指し、農林水産物の地産地消、
地産都消、輸出等の新たな取り組みを支援します。
（補助対象者）
　市内の農業者を含む 3 戸以上
の団体、または市内の農林水産
物を取り扱う流通業者（小売、流
通、加工、飲食、観光業者等）
○補助率 ：3 分の 2以内
○補助限度額 ：30 万円
○事業費 ：5 万円以上

■農地集積事業
【農林水産業費】  （新規）  360万円

（農林水産環境部　農政課）

■農地・水保全管理支払交付金
【農林水産業費】  （拡充）  5,367万円

（農林水産環境部　農林整備課）

■農村災害対策整備事業
【農林水産業費】  （継続）  8,543万円

（農林水産環境部　農林整備課）

■特定農業用管水路等特別対策事業
【農林水産業費】  （継続）  3,007万円

（農林水産環境部　農林整備課）

■農林水産物流通対策事業補助金
【農林水産業費】  （新規）  90万円

（農林水産環境部　農政課）

■日本一の特Ａ米産地作り推進事業補助金
【農林水産業費】  （新規）  150万円

（農林水産環境部　農政課）

■認定農業者支援事業
【農林水産業費】  （継続）  320万円

（農林水産環境部　農政課）

■新規就農総合支援事業
【農林水産業費】  （新規）  300万円

（農林水産環境部　農政課）

　持続可能な力強い農業の実現を目指し、集落・地
域が抱える人と農地の問題を解決するための「京力
農場プラン」を作成した集落につい
て、地域の中心となる経営体へ自作農
地を委任し、農地集約に協力する農業
者に対し、経営転換協力金および分散
錯圃解消協力金を交付します。

⑴ 経営転換協力金
　経営転換、相続、高齢によるリタイア等
を契機として、農地利用集積円滑化団体等を通じて地域の
中心となる経営体への農地集積に協力する方へ貸付面積
に応じて 30 万円から 70 万円の交付金を交付します。
　※交付対象者は、戸別所得補償制度加入者
⑵ 分散錯圃解消協力金
　農地利用集積円滑化団体等を通じて地域の中心となる
経営体の経営耕地の連担化に協力する方への交付金
○交付金単価： 5 万円／ 10 アール

　地域農業の基幹的担
い手である認定農業者
の育成および確保のた
め、経営確立や経営規
模拡大の支援をしま
す。

【給付額・給付期間】
　集落等が作成する京
力農場プラン（人・農地
プラン）に位置付けられ
ていることを要件に、45
歳未満の独立・自営就
農者について、年間 150
万円を最長 5 年間給付
します。

新規就農者を支援します

　青年の就業意欲の喚起と就農後の定着を図るた
め、経営が不安定な就農直後の所得を確保する給付
金を交付します。

日本一の特A米産地を目指します

農村の安全・安心を確保します

峰山町荒山地区での
環境学習の様子

京力農場プラン…集落が抱える人と農地の問題を解決
するため、今後の中心となる経営体などについて集落で
話し合い作成するプラン。

認定農業者
　「京丹後市農業経営基盤の強化の促進に関する基本構
想」に基づいて農業経営改善計画を認定された農業経営
者・農業生産法人のことです。本市では、年間の所得が
500 万円以上、年間の労働時間が 2,000 時間程度であるこ
とも認定の条件となっています。

石綿管撤去の様子

平成23年度広域捕獲の様子

視察を受ける比治の里

　平成 24 年度から 28 年度の 5か年計画で、農地や
水路等の保全管理、農村環境保全、老朽化が進む農
地周りの農業用用排水路、農道などの施設の長寿命
化のための補修・
更新等の活動を、地
域ぐるみで取り組
む組織（集落）に対
し、国・府・市が一
体的に支援します。

　丹後町尾和水路は設置後 50 年が経過し、施設の
老朽化が著しく維持管理が困難な状況になってい
るため、改修工事を
実施し、安定した農
業用水の確保なら
びに維持管理の少
力化を図り、農地の
保全と農業生産の
向上を図ります。
※事業期間：
　平成22年度～平成 27年度

　近年の集中豪雨により、農業用施設等の起因によ
る住宅等の浸水被害が発生しています。当該施設等
の整備を行い、農村の安心・安全な暮らしを保持し、
地域防災の向上を図ります。
　本年度は、ため池や水路改修のほか、防火水槽を
設置します。

■猟銃購入費補助金
【農林水産業費】  （新規）  75万円
（農林水産環境部　農林整備課）

　特A米産地として定着を図り、日
本一の特A米産地を目指すため、集
落営農組織等が行う良食味米づく
りのための先進的な取り組みを支
援します。
（平成 24 年度～平成 28 年度）

■補助対象者…市内の集落営農組織等
■補助対象経費…
　①的確な施肥設計のための土壌分析に係る経費
　②水稲生育診断を行うために必要な資機材購入等に係
　　る経費
　③的確な刈取り時期を把握するために必要な資機材購
　　入等に係る経費
　④人工衛星による画像データの取得および解析等に係
　　る経費
　⑤その他、事業の目的を達成することを特に認めた経費
○補助率 ： 3 分の 2以内（ただし、各対象経費 1回限り）
○補助限度額 ： 50 万円
○事業費 ： 事業採択 2万円以上

有害鳥獣対策の強化のために

　年々拡大傾向にある鳥獣被害対策として、有害鳥
獣の捕獲を強化し有害鳥獣捕獲
班員増加を支援するため、猟銃を
購入し、新たに猟友会の鳥獣捕獲
班に加入する方を対象に、猟銃購
入経費の 2分の 1を支援します。

■猪・鹿肉処理施設の運営事業
【農林水産業費】  （継続）  977万円

（農林水産環境部　農林整備課）

猪・鹿肉を活用した地域振興

■有害鳥獣の捕獲委託事業
【農林水産業費】  （継続）  2,901万円

（農林水産環境部　農林整備課）

　年々拡大傾向にある鳥獣被害対策として、猪や鹿
などの有害鳥獣捕獲
を猟友会へ委託する
とともに、引き続き与
謝野町などとの広域
捕獲を実施します。

■食肉不適切等固体埋設処分支援補助金
【農林水産業費】  （新規）  14万円
（農林水産環境部　農林整備課）

　有害鳥獣として捕獲・駆除した猪・鹿のうち、食
肉として不適切なものや、一度に多くが捕獲された
ことにより「京たんご　ぼたん・
もみじ比治の里」への搬入ができ
ない場合、埋設処分経費の一部に
ついて、補助金を交付します。

　有害鳥獣として捕獲・駆除した猪・鹿の肉を、地
域資源の食材として流通させ、地域振興を図ること
を目的に、久美浜町
佐野地区に設置した
処理施設「京たんご
　ぼたん・もみじ比
治の里」を運営しま
す。




